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屋久杉年輪の安定同位体分析による古気候復元

Climatic implications of stable isotopes of Japanese ceder in Yakushima
over the AD300-332
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現在プロキシ（代理指標）を用いた気温復元が数多くなされており、過去2000年における代表
的な気温復元の多くは樹木年輪幅が用いられている。しかし、年輪幅の成長メカニズムはよく分
かっておらず、ダイバージェンス効果など問題点も多い。本研究では、より精度の高い過去の気
温復元を行うため西暦300年～西暦332年の屋久杉の樹木年輪δ13Ｃ値、樹木年輪δ18Ｏ値と西
暦237年～西暦578年の年輪幅を測定した。
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